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 吉和小・中学校の学校規模適正化
 に関する保護者説明会

令和８年５月２９日　廿日市市教育委員会

１　子ども達にとって望ましい教育環境を確保するために

 （１）　変化の激しい社会を生き抜く力を育むために

 （２）　「廿日市市立小・中学校の学校規模適正化に関する
基本方針」について

 （３）　吉和小・中学校の状況について

 （４）　吉和小・中学校の学校規模適正化について

２　統合に伴う通学支援について

３　佐伯地域の小・中学校の指定用品について
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１　 子ども達にとって望ましい教育環境を確保
するために

(1)　変化の激しい社会を生き抜く力

を育むために
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地域コミュニティ
の衰退

少子化
人口減少

高齢化

グローバル化
の進展

技術革新

経済・雇用
状況の変化

国際情勢の
不安定化

大規模災害

【従前】　　　　　　　　　　　　【これから】

注意深さ・ミスがないこと

責任感・まじめさ

基本的な知識（読み書き、
計算等）

様々なことを正確に早く
できる

など

問題発見力

的確な予測

新たなモノ、サービス等
をつくりだす

コンピュータスキル
　　　　　　　　　　　　　など

出所：未来人材ビジョン（令和４年５月 経済産業省 作成）
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・　全員を同じ「正解」に
導く。

・  みんなと同じことがで
きるようにする。

・  言われたことが言わ
れたとおりにできるよう
にする。

・  一人ひとりの良さや
可能性を伸ばす。

・  自ら課題を見つけ、
それを解決できるように
する。

・　他者と力を合わせ、
良いものを創出できる
ようにする。

【従　前】 【これから】

一斉一律だけの授業

・　先生の話を聞く。
・　板書をノートに書き取る。
・　覚えた知識を正確にア
ウトプットする。

 一斉一律の授業

【従　前】 【これから】

教員による一方向的な
講義形式の授業

 子ども達が

　  ペアで意見交換する。

　  グループで話し合う。

　　みんなに説明・発表する。

　　など

教員による一方向的な講義形式の授業と
子ども達の能動的な学習の組合せ
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従前の授業
これからの授業

出典：令和２年教育課程部会資料（文部科学省初等中等教育局主任視学官 田村学氏作成）

色々な考え方に
触れる

・  考え方が広がる

・　深く考える

・　友達の良さを知る
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・　社会や生活で生きて働く「知識・技能」

・　未知の状況にも対応できる「思考力、判断
力、表現力 等」

・　学んだことを人生や社会に生かそうとする
「学びに向かう力、人間性 等」

　将来予測が困難な、複雑で変化の激しい社会
にあっても、

・　社会情勢の変化を乗り越えることがで

きている。

・　持続可能な社会の創り手となっている。
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(2) 「廿日市市立小・中学校の学校
規模適正化に関する基本方針」
について　

「廿日市市立小・中学校の学校規模適正化に
関する基本方針」を決定（令和７年７月）

児童生徒数の減少による
学校の小規模化

宅地開発により一部の学校
で児童生徒数が増加

児童生徒数が変化する中
にあっても、子ども達にとっ
て望ましい教育環境を確保
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　 これからの時代に求められる子ども達の資質・能
力を育んでいくためには、

　各学年に一定数の児童生徒が在席し、同年

齢の子ども達が集団で学校生活を送ること

ができることが望ましい。

◆　学級編制基準上の複式学級が存在する
学校

◆　学級編制基準上の複式学級が生じる可
能性がある学校

◆　学校運営協議会から、学校規模適正化の
検討・実施に係る意見があった学校
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　 「広島県公立小・中・義務教育学校学級編制基準」で、次の
とおり定められている。

※１　中学校の単式学級は、令和８年度以降、第１学年から順次３５人／学級に引き下げられる。
※２　小学校は変則複式及び飛び複式学級の、中学校は複式学級の解消が求められている。

区　　　　　　分 小 学 校 中 学 校

単 式 学 級
第 １ 学年

３５人
３５人

第 ２ 学年以上 ４０人

複 式 学 級
第 １ 学年を含む場合  ８人

　８人
第 １ 学年を含まない場合 １６人

特 別 支 援 学 級 　８人 　８人

　実験や観察など、教員の指導が必要な学習活動に制約
が生じることがある

　一方が子ども達主体の学習の間、待ちの状態になりがち

　子ども同士での学び合いの際、教員による指導（サポー
ト）の限界などから、学びが深まりにくい

　本来の学習順序を変更することがあり、発達段階に応じ
た指導になりにくい
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 １　小規模特認校としての指定と特色ある教育の

一体的な実施

 ２　上記 １ では複式学級の解消が見込めないと
きなどは、次のいずれかの方法を検討

　(1)　 近隣の学校との統廃合
　(2)　 通学区域の変更

　(3)　 小中一貫教育推進校等の設置

(3)　吉和小・中学校の状況について
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平成１９年度　　市内全域から入学が可能に

（通学区域の弾力化制度）

平成２１年度　　小中一貫教育推進校として学校
運営をスタート

（令和８年５月１日時点）
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（令和８年５月１日時点）

※　橙色の網掛け部分が学級編制基準上の複式学級です。

（人）

3年 2年 1年 6年 5年 4年 3年 2年 1年 5歳 4歳 3歳 2歳 1歳

Ｒ８ 4 ４ ５ ４ ６ ２ １ １ ２ ２ １ １ ４ １

Ｒ９ ４ ５ ４ ６ ２ １ １ ２ ２ １ １ ４ １

Ｒ10 ５ ４ ６ ２ １ １ ２ ２ １ １ ４ １

Ｒ11 ４ ６ ２ １ １ ２ ２ １ １ ４ １

Ｒ12 ６ ２ １ １ ２ ２ １ １ ４ １

Ｒ13 ２ １ １ ２ ２ １ １ ４ １

（令和８年５月１日時点）
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(4)　吉和小･中学校の学校規模適正化
について

　吉和地域の子ども達の教育環境をより良くし、

学校教育の目的を達成することを中心に据える

　保護者や地域の方々と一緒に、子ども達に

とって望ましい教育環境を検討
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児 童 生 徒 の
事 前 交 流

学習面・精神
面に配慮した
体 制 づ く り

学校指定用品
の 継 続 利 用

通 学 支 援

２　統合に伴う通学支援について
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・　基本的な考え方

・　乗降場所

・　行事・天候による時間割変更

・　部活動対応

・　添乗員

・　乗降支援

・　体調不良時の対応

３　佐伯地域の小・中学校の指定用品について
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【標準服】

帽 子 
・ 黄色（野球帽の型、あるいは縁付き） 
・ 校章入り（入学時は必須） 

上 着 ・ 紺色の無地、ダブル、襟なし 

シ ャ ツ 
・ ポロシャツ（白の無地、ワンポイント可） 
・ カッターシャツ・ブラウス（白の無地） 

ズ ボ ン 
ス カ ー ト 

・ 半ズボン、長ズボン（紺色の無地） 
・ 肩ひも付きひだスカート（紺色の無地） 

シ ュ ー ズ ・ 運動しやすい靴 

そ の 他 ・ 上着に指定の名札を付ける。 

※　 儀式（入学式・卒業式・終業式）、社会見学、修学旅行等の学校行事は、標準服
で参加する。 

【服装】

防 寒 着 

・ 上着の上に着る防寒着は自由 

・ 登下校時のみ着用、教室では脱ぐ（積雪時の
休憩時間の運動場は着用可） 

カ バ ン ・ ランドセルが基本 
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制 服 

〔冬服〕　学校指定 
　◇ ブレザー　　◇ ズボン　◇ スカート 
　◇ ボタンダウンシャツ　◇ ボタンダウンブラウス 

〔夏服〕　学校指定 
　◇ ズボン 　◇ 半袖ポロシャツ 
　◇ ズボン 　◇ スカート 

靴 下
　◇ 白、黒、紺、ｸﾞﾚｰの靴下（くるぶしｿｯｸｽ、ﾙｰｽﾞｿｯｸｽは不可） 
　　　※　折ったり、ずらしたりしない。 

体 操 服 

学校指定(男女共用) 
　◇ ジャージ上衣（個人名入り）　 ◇ ジャージズボン（個人名入り）　　　　　
　◇ ハーフパンツ（個人名入り）
　◇ 半袖体操シャツ（校名・個人名入り） 

靴 

〔上履き〕　学校指定 （令和８年度の新入生は緑ライン） 
〔体育館シューズ〕　学校指定 （全員青ライン） 
〔シューズ袋〕　　　　　　　　　　　　　　　 

〔通学用〕　白色のひも靴 （ワンポイント、ライン、ハイカットは不可） 
※　降雨、降雪時は派手でないゴム長靴も可能

カ バ ン ◇　学校指定の通学カバン （リュック） 

名 札 
◇　学校指定のものを左胸部につける。

※　紛失した場合は、各自で担任に注文する。 

防 寒 着 

◇　ウインドブレーカー （上下：学校指定：希望者） 
◇　スクールベスト （学校指定：希望者） 
◇　セーター・ベスト ： Ｖ首で黒・紺・白・グレーの華美でないものを着用して

よい （ワンポイントは可）。 
◇　タイツ：黒のタイツを着用してよい。 

※　タイツの上に白・黒・紺・グレーの靴下を着用すること。 
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